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平成19年7月20日  

北アルプス広域連合 連合長  

牛越 徹 殿  

 

白馬新ごみ処理施設を考える連絡協議会  

会長 宮田 温巳  

（399-9301 北安曇郡白馬村北城 11020）  

 

署名簿の提出にあたって  

 

白馬村内の20の団体（7月18日現在）で構成する「白馬ごみ処理施設を考える連

絡協議会（以下、ごみ連協）」は、署名簿の作成を発足当初から活動のひとつとし

てまいりました。本日、7月18日現在の署名簿をお届けいたしますのでご高覧いた

だければ幸いです。内訳は以下のとおりですー、  

（１）村内  3,831筆 （全村民の41.4%）  

（２）村外 11,422筆 

合計 11,422筆  

 

（１）の数字は、署名簿に名前を載せるのをためらっている住民が相当数いる実情

を勘案すると、全人口の半数以上に達すると推測できます。  

（２）の数字は、風光明媚な白馬村が好きで、飯森地区に新ごみ処理施設を建設す

ることに疑問を抱く人たちが多数いることをはっきりと示しております。  

 

以上の数字は、今回のごみ処理施設の建設計画に対する、村内・村外を問わず、

白馬村をこよなく愛する多くの人たちの正直な気持ちを示していると考えます。  

そのような人たちの意向を受けて、私どもごみ連協は、広域連合の最高責任者と

して、かつ建設計画の総括責任者としての連合長に、この問題の賢明かつ適切な処

理をお願いする次第です。  

現在大町市および小谷村の住民にとっては、今回のゴミ問題はもはや他人事です。

2市村の住民の無関心は、広域化を謳ってスタートした建設計画の進め方に問題の

本質があると理解すべきです。  

３市村の大方の住民の理解を得られていない以上、本計画の白紙撤回ないしは一

時凍結を潔く決断されるよう改めて要請するものです。  
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平成19年7月20日  

白馬村 村長  

太田 紘熙 殿  

白馬新ごみ処理施設を考える連絡協議会  

会長 宮田 温巳  

（399-9301 北安曇郡白馬村北城 11020）  

 

署名簿の提出にあたって  

 

村内20の団体（7月18日現在）で構成する「白馬ごみ処理施設を考える連絡協議

会（以下、ごみ連協）」は、署名簿の作成を発足当初から活動のひとつとしてまい

りました。本日、7月18日現在の署名簿をお届けいたしますのでご高覧いただけれ

ば幸いです。内訳は以下のとおりですー、  

（１）村内  3,831筆 （全村民の41.4%）  

（２）村外 11,427筆  

合計 15,253筆  

 

（１）の数字は、署名簿に名前を載せるのをためらっている住民が相当数いる実情

を勘案すると、全人口の半数以上に達すると推測できます。  

（２）の数字は、風光明媚な白馬村が好きで、飯森地区に新ごみ処理施設を建設す

ることに疑問を抱く人たちが多数いることをはっきりと示しております。  

 

以上の数字は、今回のごみ処理施設の建設計画に対する、村内・村外を問わず、

白馬村をこよなく愛する多くの人たちの正直な気持ちを示していると考えます。  

そのような人たちの意向を受けて、私どもごみ連協は、村政の最高責任者として

の村長に、この問題の賢明かつ適切な処理をお願いする次第です。  

計画の白紙撤回ないしは一時凍結を改めて要請します。  

なお、ごみ連協はごみ問題の正常化のための具体策を提案する意思があることを

申し添えておきます。  
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平成19年7月20日  

白馬村議会 議長  

西沢 功 殿  

白馬新ごみ処理施設を考える連絡協議会  

会長 宮田 温巳  

（399-9301 北安曇郡白馬村北城 11020） 

  

署名簿の提出にあたって  

 

村内20の団体（7月18日現在）で構成する「白馬ごみ処理施設を考える連絡協議

会（以下、ごみ連協）」は、署名簿の作成を発足当初から活動のひとつとしてまい

りました。本日、7月18日現在の署名簿をお届けいたしますのでご高覧いただけれ

ば幸いです。内訳は以下のとおりですー、  

（１）村内  3,831筆 （全村民の41.4 %）  

（２）村外 11,422筆  

合計 15,253筆  

 

（１）の数字は、署名簿に名前を載せるのをためらっている住民が相当数いる実情

を勘案すると、全人口の半数以上に達すると推測できます。  

（２）の数字は、風光明媚な白馬村が好きで、飯森地区に新ごみ処理施設を建設す

ることに疑問を抱く人たちが多数いることをはっきりと示しております。  

 

以上の数字は、今回のごみ処理施設の建設計画に対する、村内・村外を問わず、

白馬村をこよなく愛する多くの人たちの正直な気持ちを示していると考えます。  

そのような人たちの意向を受けて、私どもごみ連協は、議会と協力してごみ問題

の正常化のために努力してまいる所存でございます。そのためには、お互いの立場

を十分に理解合うことが必要だと考えます。私どもが目指す計画の白紙撤回ないし

は一時凍結の実現にいっそうのご理解をいただき、議会とごみ連協の相互理解と協

力を推し進めるための努力をお願いする次第です。 

 

 

 


